
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
案
）
参
照
条
文

◎

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号)

（
抄
）

（
指
定
保
税
地
域
等
）

第
四
十
五
条

（
省

略
）

２

税
関
長
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
の
認
定
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
が
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別

自
由
貿
易
地
域
の
区
域
内
に
お
い
て
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
一
団
の
土
地
及
び
そ
の
土
地
に
存
す
る
建
設
物
そ
の
他
の
施
設
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
当
該
認
定
に
係
る
施
設
の
集
積
の
程
度
が
高
く
、
か
つ
、
関
税
法
第
六
十
二
条
の
八
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
行
為
が
総
合
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
法
の
実
施
を
確
保
す
る
上
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
施
設
等
の
う
ち
必
要
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
つ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
総
合
保
税
地
域
の
許
可
を
す
る
も
の

と
す
る
。

３

税
関
長
は
、
関
税
法
の
実
施
を
確
保
す
る
上
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
の
認
定
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
の
用
に
供
す
る
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
の
区
域
内
に

あ
る
土
地
又
は
施
設
の
う
ち
必
要
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
つ
き
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
税
蔵
置
場
、
同
法
第
五
十
六
条
第
一

項
に
規
定
す
る
保
税
工
場
又
は
同
法
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
保
税
展
示
場
の
許
可
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
手
数
料
の
軽
減
）

第
四
十
六
条

税
関
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
総
合
保
税
地
域
の
許

可
を
受
け
た
者
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
又
は
保
税
展
示
場
の
許
可
を
受
け
た
者
が
関
税
法
第
百
条
の
規
定
に

よ
り
納
付
す
べ
き
当
該
許
可
の
手
数
料
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
手
数
料
）

第
百
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
許
可
又
は
承
認
を
受
け
る
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
税
関
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
省

略
）

二

第
四
十
二
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
）
、
第
五
十
六
条
第
一
項
（
保
税
工
場
）
、
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
（
保
税
展
示
場
）
又
は
第
六
十

二
条
の
八
第
一
項
（
総
合
保
税
地
域
）
の
許
可

当
該
許
可
に
係
る
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
、
保
税
展
示
場
又
は
総
合
保
税
地
域
の
種
別
、

－１－



延
べ
面
積
及
び
許
可
の
期
間
並
び
に
当
該
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
、
保
税
展
示
場
又
は
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
行
う
税
関
の
事
務
の
種
類

三
及
び
四

（
省

略
）

－２－


